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小学校国語科「書くこと」の意欲を高める 

手立ての継続的な実施の効果 
－１人の児童の半年間の記録－ 

 
教育学研究科 教育実践創成専攻 教科領域実践開発コース 初等教科教育分野 宮本 聖子 

 
1．．研研究究のの背背景景かからら研研究究方方法法ままででのの概概要要 
1-1．．研研究究のの背背景景 
学校現場において，児童が「書くこと」を求め

られる場面は多い。国語科の作文や感想文にと

どまらず，他教科における記述式の学習課題，振

り返りカードや学習記録など，日常的に書く活

動が位置づけられている。小野田（2012）は，「文
章を書く能力は，学校生活のみならず社会生活

でも重要になる能力であり，学校教育を通して

育成が期待される能力の一つである。」と述べて

いる。しかし，実際の指導場面においては，書く

ことに苦手意識をもつ児童が多く，文章を書く

ことそのものに困難を感じる実態が見受けられ

る。では，一体，小学生の「書くこと」の実態は

どのようなものか。平成 17年に国立教育政策研
究所が実施した「特定の課題に関する調査」の質

問紙調査において，「文章を書く学習が好きだ」

に対して，肯定的回答の児童の割合は，第 6 学
年で 37.4%と低いことが分かる。（表 1） 
表表 11  国国立立教教育育政政策策研研究究所所「「特特定定のの課課題題にに関関すするる調調査査」」よよりり 

また，平成 29年度実施の全国学力・学習状況
調査の質問紙調査の「400字詰め原稿用紙 2~3枚
の感想文や説明文を書くことは難しい」とい 
う質問に対して「そう思う」「どちらかといえば

そう思う」と回答した小学 6 年生は，合計で

59.3％であった。さらに，令和 6 年度の全国学
力・学習状況調査では，「書くこと」について，

目的や意図に応じて，自分の考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫することができるかどうか

をみる問題を出題された。結果を受け，国立教育

政策研究所は，小学校国語の「書くこと」の課題

として，「事実と感想，意見との区別が明確でな

いなど，自分の考えを伝えるための書き表し方

の工夫に課題が見られた。」「自分の考えなどを

記述していても，必要な情報を取り出すことや

表現の効果を考えることに課題が見られた。」と

指摘している。以上のような様々なデータから，

「書くこと」の意欲や技能において多くの課題

があることが分かる。 

1-2．．昨昨年年度度のの実実践践よよりり 
 昨年度，筆者は，児童が「書くこと」の意欲を

高めるためにどうすればいいのかについて考え

た。鹿毛（2022）は，認知的評価理論を用いて，
環境（外的事象）の性質が，自己決定の感覚が高

まる「自律性支援的」であれば，有能感や自律性

の感覚も高まり，よって内発的動機付けも高ま

るとしている。（図 1） 

図図 11  鹿鹿毛毛（（22002222））ををももととにに筆筆者者加加筆筆 
そこで，児童の自律性や有能感を高められる

ような授業の手立てによって，児童の「書くこと」

の意欲が高まるのかを検証することとした。Y 
県内公立小学校の 5 年生の児童を対象に，自律
性や有能感を高める手立てを考え，授業実践を
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行った。自律性を高める手立てとして，子どもが

自分の好きなことやものを書くといった，題材

を設定した。有能感を高める手立てとして，書き

方を練習させる，書くための言葉を提示する，考

えを整理できるようなワークシートや付箋を使

う，といった手立てを講じた。結果，児童は「書

きたい」という意欲と「書けそうだ」という自信

を持って書き進めることができた。自律性を高

める手立てと有能感を高める手立てそれぞれが，

児童の意欲向上に関して有効であることが明ら

かになったと考える。一方，昨年度の研究では，

意欲の継続や「書くこと」の習慣化という点につ

いてまで検討することはできなかった。 

1-3．．研研究究のの目目的的 
 小野田（2012）は，「何かの行事が行われるご
とに単発的に作文に取り組ませるのではなく，

作文に取り組む時間を継続的に設け，作文活動

を習慣化させることが，書く能力の育成には必

要である。」と述べている。したがって，児童の

自律性・有能感を高めながら，「書くこと」の習

慣化を行うことで，さらに「書くこと」の意欲・

能力の向上へ繋がるのではないかと考えた。 
よって本研究では，個に応じて自律性や有能

感をさらに高める手立てを継続的に行ってその

効果を分析し，児童の「書くこと」の意欲や能力

向上への効果的な手立てを明らかにすることを

目的とする。「個に応じた」とした理由は，今回，

筆者が実習を行う Y県内公立小学校の学級の児
童が 1名であったためである。 

1-4．．研研究究のの方方法法 
対対象象児児童童：：Y県内公立小学校第 6学年 1名 
期期間間：：2025年 5月～11月 
研研究究方方法法  
①児童に「書く内容」や「５つの言語意識」につ  
いて捉えさせ，単元計画や本時の学習に位置 
づけて指導していく。（自律性） 
②朝学習等の時間を利用し，専用のワークシー

トを用いて日常的に書き方の練習に取り組む。

ワークシートに応じたミニ作文などを書いた

り，チェックシートで自己評価を行ったりす

る。（有能感） 
③実践前と後に，対象児童へのインタビューや 
質問紙調査を行う。意欲や技能について，作品 
や児童の振り返り，ワークシート，児童の取り 
組みの様子から検討する。  

2．．研研究究のの手手立立てて 
2-1．．自自律律性性をを高高めめるる手手立立てて 
自律性を高めるための手立てには，「自分で決

める」ということが必要である。昨年度，手立て

として，自分の好きなことやものを書くといっ

た，題材を設定した。今年度は，「自分で決める」

ことを更に広げることを考えた。小森（1999）は，
「国語の力を『生きる力』へ高めるには，子供た

ち（＝学習者）の「言語意識」が楽しく深まるよ

うな「場面と時間」を，「本時の学習指導案」は

じめ，国語科の学習指導計画に具体的に位置づ

けることが大切である。」としている。（表 2）。 
表表 22  小小森森（（11999999））ををももととにに筆筆者者加加筆筆 

 
 
 
 
 

 
本研究では，「5つの言語意識」を「書くこと」
の学習に取り入れることとした。「書くこと」の

学習計画に，子ども自身が，相手や目的など，「5
つの言語意識」それぞれを自分で決めていくよ

うにし，自律性を高める手立てとして位置付け

ていくこととした。 

2-2．．有有能能感感をを高高めめるる手手立立てて 
書くためには，児童が「書く技能」も身に付け

ることも大切なことである。香月（2020）は「書
く技能もまた，書くことへの見通しを持たせ，書

けた！という実感をもたらし，書く意欲を育て

ていくのである。」と述べている。昨年度，曽根

朋之，茅野政徳（2022）による『「まったく書け
ない」子の苦手を克服！教室で使えるカクトレ

高学年』のワークシートを使用した。「カクトレ」

は，短時間で反復的に取り組むことを目的とし

５つの言語意識 

①相手意識 

②（①を受けた）目的意識 

③（①～②を受けた）場面や状況意識（時間意識等も含む） 

④（①～③を受けた）意図的・計画的な表現や理解の方法や技能の意識（又は，既習の

学習内容や方法を活動する意識等を含む） 

⑤（①～④を受けた）自分の言葉で自覚的・計画的に表現しているか，相手の考えを的

確に理解する言語行為になっているかを自己評価する評価意識 
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たワークシート教材である。これを隙間時間な

どに取り組ませることで、児童は「書くこと」の

基本的事項を身に付けることができた。だが，昨

年度は，回数が限られており，継続的な取り組み

はできなかった。そこで，今年度は対象児童に対

し，半年間継続的に取り組みを行うこととした。

具体的には，朝学習時間等を利用し，短い時間で

「書くこと」に慣れさせていくようにした。また，

チェックシートを使って，自己評価をできるよ

うにした。「カクトレ」で学んだポイントをいつ

でも振り返ることができるように掲示した。 

3．．授授業業実実践践 
3-1．．実実践践 1 
（（1））実実施施日日時時：：令和 7年 6月 11日（水） 

～6月 17日（火） 
（（2））単単元元名名：：たのしみは（光村図書出版 6年国

語創造） 
（（3）） 言言語語活活動動：：日常の楽しみを短歌にして表す。 
（（4））単単元元指指導導計計画画 
次 時 学習活動 
第 1次 

1 
・書く内容と言語意識を設定する。 
・学習計画を立てる。 
・短歌にしたい場面を決める。 

第 2次 2 ・「たのしみは」で始まる短歌をつくる。 

3 ・作った短歌を見直し，表現を工夫する。 

第 3次 4 ・作った短歌を発表する。 
・学習を振り返る。 

（（5））主主なな実実践践内内容容 
①①第第 1 時時（（書書くく内内容容とと「「５５つつのの言言語語意意識識」」をを
設設定定すするる。。）） 

1時で，短歌を作成していくことと「５つの言
語意識」について説明した。その後，「書く内容」

と「5つの言語意識」を考えさせ，ワークシート
に記入させた。（図 2） 

 
 
 
 
 
 
 

  

図図 22  11時時でで使使用用ししたたワワーーククシシーートト 

②②第第 3時時（（作作っったた短短歌歌をを見見直直しし，，表表現現をを工工夫夫すするる。。）） 

3時では，設定した相手意識を基に，伝えたい
内容がより伝わる表現になるよう言葉を吟味す

る活動を行った。児童は，聞き手の立場を意識し

ながら語句の置き換えや表現の工夫を行った。

（表 3） 
表表 33  33時時ににおおけけるる児児童童のの発発言言のの一一部部  

 
 

 
 
その後，1時で相手意識で設定した教員に来て
いただき，完成した短歌を発表する場を設けた。 

3-2．．実実践践 2 
（（1））実実施施日日時時：：令和 7年 6月 18日（水） 

～7月 2日（水） 
（（2））単単元元名名：：デジタル機器と私たち（光村図書

出版 6年国語創造） 
（（3））言言語語活活動動：： 考えたことや伝えたいことを基 

に提案する文章を書く。 
（（4））単単元元指指導導計計画画 

（（5））主主なな実実践践内内容容 
①①第第 1 時時（（書書くく内内容容とと「「５５つつのの言言語語意意識識」」をを
設設定定すするる。。）） 
今回の実践においても，前回と同様に「書く 
内容」と「５つの言語意識」を児童に決めさせ

るようにした。（図 3） 

次 時 学習活動 
1 1 ・書く内容と言語意識を設定する。 

・学習計画を立てる。 

2 2 ・テーマを決める。 
 

3 4 ・テーマに関する情報を集める。 

5 ・集めた情報を整理して，提案内容を考え
る。 

6 ・提案する文章の構成を考える。 

7 ・提案する文章の構成を見直し，下書きを
書。 

8 ・下書きを見直し，文章を清書する。 

9 ・読む人に楽しく納得してもらえるように工
夫をする。 

3 10 ・完成した提案する文章を発表する。 
・学習を振り返る。 

・「水てき」より「水玉」の方が，水てきの丸い感じが伝わるかも。 

・「ゆう勝した日にお風呂場で」を「巨人ゆう勝した夜に」に変える。「巨人」

という言葉を入れたほうが，阪神ファンの○○先生に自分の巨人愛が伝

わると思う。 
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図図 33  11時時でで使使用用ししたたワワーーククシシーートト 
児童は書く内容を決める際，「全校のみんなが

よくゲームの話ばかりしているので，やり過ぎ

はよくないと提案する文章を書く。」と発言して

いた。また，相手意識に設定した全校の児童が実

際どれくらいゲームをしているのかを知ってか

ら，内容を決めていくようにしたい，という考え

も話していた。児童は，自ら Googleフォームで
アンケート作成し，全校に回答してもらうよう

に呼び掛けていた。（図 4）アンケート結果から，
「課金をしている人が多いから，課金のことを

入れるように調べた方がいい。」と発言していた。

集めた情報をもとに，構成や内容を考えていた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 44  全全校校ににアアンンケケーートトをを取取っったた結結果果  

3-3．．実実践践 3 
（（1））実実施施日日時時：：令和 7年 10月 10日（金） 

～10月 29日（水）     
（（2））単単元元名名：：『鳥獣戯画』を読む・『推し』を紹 

介しよう（光村図書出版 6年国語創造） 
（（3））言言語語活活動動：： 自分の「推し」を紹介する文章 

を書く。 
（（4））単単元元指指導導計計画画: 平成 23年度 佐賀県教育セ 
ンタープロジェクト研究小学校国語科教育研究 
委員会（2011）『名画のよさを伝える解説文を書 
こう「鳥獣戯画を読む」指導案』を参考に，単元 
指導計画を設定した。  

（（5））主主なな実実践践内内容容 
①①第第 1 時時（（書書くく内内容容とと「「５５つつのの言言語語意意識識」」をを
設設定定すするる。。）） 
今回の実践においても，前回と同様に「書く 
内容」と「5つの言語意識」を児童に決めさせる
ようにした。（図 5） 

 
 
 
 
 
 
 
 

図図 55  11時時でで使使用用ししたたワワーーククシシーートト 
今回の実践は，「読むこと」と「書くこと」を

関連付け，筆者の考え方や言葉の工夫を生かし

て紹介文を書く力の育成をねらいとした。児童

には，「読むこと」で学んだことをいかして，そ

の後「推し」を紹介する紹介文を書くことを説明

した。「推し」を題材としたのは，昨年度の実践

において，自律性を高める手立てとして有効で

あり，児童が意欲的に取り組めることが確認さ

れていたためである。 
  児童は自身が紹介したいものを思い浮かべな
がら「書く内容」を考え，読み手に一緒に共感し

次 時 学習活動 
1  1 ・書く内容と「５つの言語意識」を設定する。 

・単元のめあてを知り，学習計画を立てる。 

2 ・絵と文を照らし合わせながら，筆者のものの 
見方を捉える。 

3 ・筆者の評価する言葉を読み取る。 

4 ・筆者の表現や構成の工夫について読み取る。 

5 ・絵を見て，自分で絵を評価する。 

6 ・筆者のものの見方やそれを伝えるための工

夫についてまとめる。 

2  7 ・「『推し』を紹介しよう」の学習の見通しをも

つ。 

8 ・題材について情報を集める。 

9・10 ・文章の構成や表現の工夫を考え，「推し」を
紹介する文章を書く。 

3 
 11 ・書いた文章を発表し，感想を聞いて学

習を振り返る。 
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てもらえるように目的意識を「野球を知らない

人」から「野球をある程度知っている人」に変更

する姿も見られた。このように，「5つの言語意
識」は最初に設定するが，途中，児童の思いや考

えによって変更しながら実践を行った。 
②②第第 3時時（（筆筆者者のの評評価価すするる言言葉葉をを読読みみ取取るる。。）） 
第 3 時では，児童の語彙の少なさという課題
を踏まえ，筆者が用いている評価を表す言葉に

着目した。『鳥獣戯画を読む』の表現を整理し，

併せて教科書掲載の「言葉の宝箱」を参考に，紹

介文に活用できそうな語句を児童と共に選定し

た。（図６）整理した語彙は一覧にして教室に掲

示し，その後の表現活動に生かせるようにした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図 66  「「言言葉葉のの宝宝箱箱」」をを参参考考ににししたた一一覧覧表表  

9・10時では，構成を考えながら紹介文を作成
した。「読むこと」で学んだ表現や「言葉の宝箱」

を生かして言葉を選んでいた。（図 7） 

図図 77  児児童童がが作作成成ししたた紹紹介介文文のの一一部部  

3-4．．実実践践 4 
（（1））実実施施日日時時：：令和 7年 11月 4日（火） 

～11月 25日（火）  
（（2））単単元元名名：：「おすすめパンフレットをつくろう」 

（光村図書出版 6 年国語創造） 
（（3））言言語語活活動動：： 推薦したいものをパンフレット  
にまとめる。 
（（4））単単元元指指導導計計画画  

（（5））主主なな実実践践内内容容 
①①第第 1 時時（（書書くく内内容容とと「「５５つつのの言言語語意意識識」」をを
設設定定すするる。。）） 
これまでは，1時に「書く内容」と「5つの言
語意識」を児童自身に決めさせてきた。今回は，

学習の必然性を高めるため，校長先生に依頼す

る形でパンフレット作成の設定を行い，活動を

一部変更した。その結果①相手意識と③場面・
状況意識は既に定まり，児童には②目的意識，
④方法意識，⑤評価意識を決めさせた。（表 4） 

表表 44  11時時でで設設定定ししたた「「５５つつのの言言語語意意識識」」  

 
 
 
 

 
 

次 時 学習活動 

1 1 ・学校のパンフレットを作成するという学習の見
通しをもち学習計画を立てる。 
・「５つの言語意識」の一部設定する。 

2 2 ・推薦したいものを決めて，情報の収集を行う。 

3 ・教科書の例文を読み，推薦する文章の特徴を確
かめる。 
・「推敲チェックシート」を基に，教科書の例文
や教師の例文を推敲する。 

4 ・伝えたいことを意識しながら，集めた情報を基
に，パンフレットの構成を考える。 
・ページの割り付けと推薦する文章の構成を考え
る。 

5 
・ 
6 

・図表などを用いて，自分の考えが伝わるように
書き表し方などを工夫しながら，推薦する文章
を書く。 

7 ・書いた推薦文の下書きをよりよい文章にするた
めに推敲する。（自己評価・他者評価） 

8 ・推薦文を修正し，パンフレットの清書をする。 

3 9 ・完成したパンフレットを読み，学習を振り返
る。 

後日 
 ・パンフレットを新入生保護者説明会で配付し，

保護者に読んでもらう。 
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児童は，目的意識を「保護者に安心してお子

さんを○○小へ通わせて欲しい。」と発言して，

設定した。ここで設定した意識をその後の授業

において常に確認し，意識づけしながら授業を

行っていくようにした。 
②②第第 7 時時（（書書いいたた推推薦薦文文のの下下書書ききををよよりりよよいい
文文章章ににすするるたためめにに推推敲敲すするる。。）） 
作成するパンフレットが読み手に意図の伝わ

る内容になっているかを確かめるため，書き手

が読み手の立場に立って推敲することが重要で

ある。学級の児童は 1 名であるため，相互推敲
の相手として校長先生と他校の 6 年生児童に依
頼した。その際，「小学校国語 6年創造」P192「書
き表し方を工夫するときは」を参考に作成した

「推薦文推敲チェックシート」を用いて推敲を

行った。（図 8） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図図 88  相相互互推推敲敲でで使使用用ししたた「「推推敲敲チチェェッッククシシーートト」」  

児童は，他校の児童と校長先生の推敲と自 
分の推敲を比べながら，下書きをどう修正し

ていくか考え，文章を修正した。文章が推敲後に

どのように変化したかを示す。（図 9） 

 
図図 99  児児童童がが作作成成ししたた推推薦薦文文((推推敲敲前前・・後後))  

3-5. 実実践践 5 
（（1））日日常常のの取取りり組組みみににつついいてて 
朝の学習の時間を利用し，曽根朋之，茅野政徳

（2022）『「まったく書けない」子の苦手を克服！
教室で使えるカクトレ高学年』を使用したワー

クシート演習を行った。教師がポイントを説明

し，児童がプリントで学習した。学習後は，チェ

ックシートで振り返りを行った。「カクトレ」で

学習したポイントを教室に掲示して，いつでも

見られるようにした。児童が書いたチェックシ

ートの振り返りの一部を以下に示す。（表 5） 
表表 55  児児童童ののチチェェッッククシシーートトのの振振りり返返りり（（一一部部）） 

  

  

  

  

 
 

    

4．．分分析析・・検検証証 
4-1．．質質問問紙紙分分析析   
対象児童に対し，授業実践の前後に「書くこと」

に対する質問紙調査を行った。 
「書くことの意欲の変化」の結果は，表 6の通
りである。 

表表 66  書書くくここととのの意意欲欲のの変変化化((事事前前・・事事後後))  

授業実践後，回答で丸をつける場所は変わら

なかった。しかし，「文章をタブレットで打って

作成するのは楽しい」と答えている。 
授業実践後の「自律性や有能感を高める手立

てについて」の結果は，表 7の通りである。 
 

 
 

質問項目 回答〔事前〕（4件法） 回答〔事後〕（4件法） 

文章を書

くことは

好きです

か。嫌いで

すか。 

 

「どちらかと言えば

好き」と「どちらかと

言えば嫌い」の間に丸

をつけた。 

〔理由〕 

・好きなときもある

し，嫌いなときもあ

る。49対 51くらい

で嫌いがちょっと

だけ勝ってるかも。 

「どちらかと言えば

好き」と「どちらかと

言えば嫌い」の間に丸

をつけた。 

〔理由〕 

・手書きは，自分から

書こうとはあまり

思わない。タブレッ

トで打って作るの

は楽しい。 
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表表 77  自自律律性性やや有有能能感感をを高高めめるる手手立立ててににつついいてて((事事後後))  

自律性や有能感を高める手立ては，児童が意

識し，「書くこと」に有益だったと考えている様

子が分かる。また，学んだことを今後も使ってい

きたい，という意欲が見られた。 
授業実践後の「書くことの気持ちの変化」の結

果は，表 8の通りである。 
表表 88  書書くくここととのの気気持持ちちのの変変化化((事事前前・・事事後後)) 

事前で児童が抱えていた「どう書いたらいい

か」という困難さは，事後に無くなっていること

が分かる。また，事後の記述からは，学んだこと

をいかしたい，という意欲も見られた。 
4-2．．検検証証作作文文のの分分析析 

 対象児童に，計 3回作文を書いてもらい，作
文の能力の変化について検証を行った。ここで

は，1回目と 3回目の作文を比較して検証する。 
〔〔1回回目目〕〕 
（1）実施日時：令和 7年 5月 23日（金） 
（2）テーマ：陸上記録会について 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

  

図図 1100  児児童童作作品品（（11回回目目）） 
〔〔3回回目目〕〕 
（1）実施日時：令和 7年 11月 27日（木） 
（2）テーマ：音楽コンサートについて 

 
 
 
 
 

  

  

  

  

  

  

図図 1111  児児童童作作品品のの一一部部（（33回回目目））  

文部科学省（2017）『小学校学習指導要領解説 
国語編』〔知識及び技能〕（１）「言葉の特徴や使

い方」に基づき作文を検証した。1回目の作文で
は，一文が長く読点が少ないことや，同じ語彙の

多用，段落を意識していない点が見られ，「話し

言葉と書き言葉」「語彙」「文や文章」に課題があ

った。また，推敲の様子は見られなかった。 
一方，3回目の作文では，書き出しや題名の工

夫，気持ちを表す語彙の使用など表現の工夫が

増加し，推敲して文章を見直す姿も確認された。

これらのことから，一連の手立てを通して「書く

こと」の能力が向上したと考えられる。 

5．．成成果果とと課課題題 
5-1．成成果果 
研究における成果として，自律性や有能感を

高める手立ての継続的な実施が，学習者が意欲

を高め，「できる」 を実感して，「書くこと」の
能力を高めることができた点が挙げられる。児

 質問項目 回答(4件法・自由記述) 
1 「５つの言語意識」を意識しな
がら書いていましたか？ 

まあまあ意識した 

2 「カクトレ」で練習を積み重ね
てきました。「書くこと」に役立
ちましたか？ 

役立った 

3 「５つの言語意識」を決めて書
いたり，「カクトレ」で練習した
りしたことで，文章を書くこと
に対して変化はありましたか？ 

ある。反ろん想定法や接 
続語はこれからも使って 
いきたい。 

 質問項目 回答〔事前〕 

（自由記述） 

回答〔事後〕 

（自由記述） 

1 文を書くと
きに，困る
ことや嫌な
ことはあり
ますか。 

長く書くのが面倒くさい。 

書き出しが分からない。 

(理由) 

読書感想文みたいに，長

いのは嫌い。書き出しも

最初，どうやって書けば

いいか分からなくて，そ

れで時間がかかると嫌に

なるような気がする。  

手書きはいやだ。 

(理由) 

手書きはいやだけ

ど，書き方とか言

葉の選び方とかは

できるようになっ

た。 

2 もっと文章
を書くこと
が楽しくな
ると思うこ
とや，こん
な文章なら
書きたいと
思うことを
教えてくだ
さい。 

自分のしゅみについて

の文章。 

(理由) 

やっぱり，野球とか。自

分の興味があるものな

ら，まだ書きやすい。そ

れならやる気は出るよ

うな気はする。自分の好

きなことなら，誰かに読

んでもらいたい。 

反ろん想定の文と

かクイズ 

(理由) 

反ろん想定は書き方

が分かったから。ク

イズは楽しいから。 

ぼ
く
は
最
後
の
記
録
会
で
自
己

ベ
ス
ト
を
出
せ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
は
、体

育
の
時
に
○
○
先
生
に
教
え
て
も

ら
っ
た
ひ
じ
を
上
げ
て
高
く
投
げ

る
な
ど
と
い
っ
た
工
夫
を
む
ね
に

３７
ｍ
か
ら
３８
ｍ
と
記
録
を
の
ば
せ

て
良
か
っ
た
で
す
。

100
ｍ
走
で
は
○

○
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ク
ラ
ウ

チ
ン
グ
ス
タ
ー
ト
で
良
い
ス
タ
ー
ト

を
切
れ
て
後
は
体
力
で
１９
秒
～

１８
秒
と
数
秒
短
く
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
、プ
ロ
野
球

選
手
に
な
る
な
め
に
も
、さ
ら
に
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

「
お
か
わ
り
団
が
A
町
に
伝
え
て
く
れ
た
こ
と
」 

                            

六
年   

〇
〇
〇
〇 

  

（
ド
キ
ド
キ
・・・ワ
ク
ワ
ク
や
っ
と
お
か
わ
り
団
の
演
奏 

が
聞
け
る
ぞ
！
） 

一
年
越
し
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
に
僕
は
心
が
躍
っ
た
。お

か
わ
り
団
は
、
A
小
に
毎
年
来
て
く
れ
て
い
る
プ
ロ
の
音

楽
家
た
ち
だ
。僕
は
、一
年
生
の
頃
、お
か
わ
り
団
の
演
奏

に
圧
倒
さ
れ
た
。今
年
で
６
回
目
。今
年
は
ど
ん
な
演
奏

を
聞
け
る
の
か
、楽
し
み
に
し
て
い
た
。が
、同
時
に
寂
し
い

気
持
ち
も
あ
っ
た
。 

〔
中
略
〕  

  

僕
は
、中
学
校
に
行
っ
た
ら
も
う
、お
か
わ
り
団
の
曲
が

聞
け
な
く
な
る
と
思
っ
て
い
た
。し
か
し
、今
年
は
中
学
生

も
コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
て
い
た
の
で
、来
年
も
ま
た
、演

奏
が
聞
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、楽
し
み
に
な
っ
た
。お
か

わ
り
団
は
、僕
達
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
全
力
で
伝
え
て
く

れ
る
、
A
町
に
と
っ
て
の
宝
物
だ
。 
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童自身で「５つの言語意識」などを決めるといっ

た，自律性を高める手立てを学習活動に位置付

けていくことで，児童が読み手を意識しながら

書くことにつながった。読み手を意識して書く

ことで，必要感を持たせ，意欲的に「書くこと」

に取り組ませることが可能となった。さらに，日

常的な書き方の練習や，授業における書き方の

工夫の指導などの有能感を高める手立ては，児

童の「書くこと」に対する抵抗感を減らすことに

つながった。技術の習得には，時間がかかるが，

繰り返し行って習慣化させ，意識化を図りなが

ら指導していくことで，児童は「できる」という

有能感を持って，「書くこと」ができると考える。

自律性や有能感を高める手立ての継続的な実施

が，意欲や「書くこと」の能力向上に関係がある

と分かったことが最大の成果であると考える。 
5-2．課課題題 
一方で，自律性や有能感を高める手立ての継

続的な実施が，児童の意欲の向上にすぐに繋が

ることは，実証できなかった。児童に「５つの言

語意識」を決めさせることで，意欲的に取り組ん

でいたことは，前述の通りであるが，やはり「書

くこと」には，多くの学習過程があり，そこを乗

り越える労力が必要で，それが児童の意欲を上

げることにはつながらないのではないかと考え

る。しかし，児童は今回「手書きはいやだが，タ

ブレットで作成するのは楽しい」と答えており，

書く媒体が児童の意欲に与える影響も考えられ

ることが分かった。今後は，書く手段についても

考えていく必要がある。 
また，そもそも「書くこと」の学習には，活動

が多く，個人差の開きが大きいことが予想され

る。今回は，対象児童が 1名での研究であった。
今後，対象者の人数を増やした場合，意欲を高め

るためにどのような手立てが必要かを具体的に

考えていく必要もあるだろう。汎用性を考え，ど

の学級においても，「書くこと」の意欲向上を実

現するための指導の在り方について，引き続き

検討を進める必要があると考える。 
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